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○  陸 の 便 は 、 対 馬 交 通 （ 株 ） の 乗 合 及 び 貸 切 バ ス 49 台 、 対 馬 市 営 バ ス

5 台 。 バ ス 路 線 延 長 は 、 国 道 382 号 を 動 脈 に 405ｋ ｍ 。  

○  海 の 便 は 、 フ ェ リ ー 3 隻 及 び ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル 2 隻 が 、 対 馬 と 博 多 ・

壱 岐 を 結 ぶ 。  

○  空 の 便 は 、対 馬 ～ 福 岡 間 ジ ェ ッ ト 機 2 便 及 び プ ロ ペ ラ 機 2 便 ／ 日 、対

馬 ～ 長 崎 間 に プ ロ ペ ラ 機 4 便 ／ 日 （ 金 日 5 便 ／ 日 ） が 就 航 し て い る 。 

○  島 内 で 消 費 さ れ る 電 力 165,797 千 キ ロ ワ ッ ト 時（ 平 成 26 年 度 ）は 、3

ヶ 所 の 発 電 所 か ら 供 給 さ れ て い る 。  

○  対 馬 市 で は 、Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 事 業 に よ り 各 家 庭 を 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル で 接

続 し た ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ て い る 。  

 

第 1 節  運 輸  

 

1． バ ス  

昭 和 3 年 10 月 1 日 、 対 馬 交 通 株 式 会 社 が 設 立 さ れ 、 厳 原 、 鶏 知 間 の

路 線 を バ ス が 走 る こ と と な っ た 。 昭 和 45 年 6 月 1 日 に 、 上 県 町 、 上 対

馬 町 管 内 を 主 な 路 線 と し て い た 北 対 馬 自 動 車 株 式 会 社 を 吸 収 合 併 、今 日

に 至 っ て い る 。平 成 27 年 12 月 現 在 、路 線 の 総 延 長 272.2ｋ ｍ 、バ ス 49

台（ う ち 乗 合 39 台 、貸 切 10 台 ）を 有 す る 、島 内 の 重 要 な 定 期 陸 上 交 通

機 関 で あ る 。こ の ほ か 、市 営 バ ス を 平 成 20 年 度 か ら 、路 線 の 総 延 長 103.9

ｋ ｍ を バ ス 5 台（ う ち 3 台 は ス ク ー ル バ ス を 使 用 ）で 運 行 し て い る 。平

成 23 年 度 か ら 乗 合 タ ク シ ー を 対 馬 タ ク シ ー 協 会 に 委 託 し 、総 延 長 28.9

ｋ ｍ を 運 行 し て い る 。  

対 馬 の 地 形 か ら 、 沿 岸 航 路 に 頼 ら ざ る を 得 な か っ た 時 代 も あ っ た が 、

縦 貫 線 等 道 路 の 整 備 が 進 む に つ れ て 、バ ス 路 線 は し だ い に 広 が っ て い っ

た 。し か し 人 口 の 減 少 、自 家 用 自 動 車 の 普 及 に と も な い 、路 線 の ほ と ん

ど が 赤 字 を か か え て い る た め 、 今 後 の 路 線 維 持 が 問 題 と な っ て い る 。  

 

2． 航 空 機  

昭 和 50 年 10 月 10 日 、対 馬 空 港 が 開 港 し 、対 馬 ～ 福 岡 間 に YS11 型 機
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が 就 航 し た 。ま た 、昭 和 51 年 8 月 3 日 に は 、対 馬 ～ 長 崎 間 に 同 じ く YS11

型 機 が 就 航 し た 。  

平 成 10 年 4 月 1 日 か ら 、 航 空 機 は す べ て ジ ェ ッ ト 化 さ れ た （ B737- 

500,200) が 、平 成 15 年 9 月 1 日 か ら 、長 崎 便 が オ リ エ ン タ ル エ ア ブ リ

ッ ジ （ Ｏ Ｒ Ｃ ） に よ る 運 行 と な り 、 全 便 プ ロ ペ ラ 機 と な っ た 。 平 成 17

年 10 月 1 日 か ら 福 岡 便 が ジ ェ ッ ト 、 プ ロ ペ ラ 混 在 6 便 と な っ た が 、 平

成 19 年 11 月 1 日 よ り ジ ェ ッ ト 4 便 へ 移 行 。そ の 後 、平 成 26 年 3 月 30

日 に ジ ェ ッ ト 2 便 、 プ ロ ペ ラ 2 便 に 移 行 し た 。 平 成 27 年 4 月 現 在 、 対

馬 ～ 福 岡 間 に 4 便 ／ 日 、 対 馬 ～ 長 崎 間 に 4 便 ／ 日 （ 金 日 5 便 ／ 日 ） が

就 航 し て い る 。  

ま た 、平 成 8 年 7 月 20 日 か ら 平 成 10 年 8 月 31 日 ま で（ 途 中 運 休 期 間

を 含 む )、 対 馬 ～ 大 阪 間 の 定 期 便 が 開 設 さ れ て い た が 、 利 用 率 の 伸 び 悩

み に よ り 廃 止 さ れ た 。  

 

第 10‐ 1 表  対 馬 空 港 利 用 状 況 （ 国 内 ）  

対 馬 空 港 管 理 事 務 所 調  

 

平 成 26 年 の 対 馬 空 港 の 利 用 状 況 は 、旅 客 利 用 実 績 は 26.1 万 人 、平 成

26 年 度 の 貨 物 輸 送 実 績 355 ト ン と な っ て い る 。  

国 際 航 空 路 は 、 平 成 21 年 7 月 27 日 か ら Ｋ Ｅ Ａ （ コ リ ア エ ク ス プ レ ス

エ ア ）に よ っ て 、対 馬 ～ 大 邱
テ グ

空 港 間 に お い て 国 際 チ ャ ー タ ー 便 と し て 就

航 し 、10 月 9 日 か ら は 金 浦
キ ン ポ

空 港（ ソ ウ ル ）に 変 更 さ れ 、平 成 22 年 5 月

年  利 用 者 数 (人 )  搭 乗 率 (％ )  就 航 率 (％ )  貨 物 (ｋｇ )  

(暦年) 計  福 岡 線  長 崎 線  福岡線 長崎線 福岡線 長崎線 計  積 荷  卸 荷  

平成 17 3 1 5 , 5 8 7   2 3 6 , 6 3 9   7 8 , 9 4 8   6 0 . 0   6 6 . 4   9 7 . 6   9 7 . 5   5 9 6 , 2 5 9   2 3 0 , 7 1 2   3 6 5 , 5 4 7   

1 8  2 9 6 , 9 7 7   2 2 2 , 4 3 0   7 4 , 5 4 7   5 3 . 7   6 3 . 0   9 4 . 4   9 6 . 7   5 5 8 , 0 9 2   2 3 1 , 8 3 9   3 2 6 , 2 5 3   

1 9  2 9 1 , 0 2 8   2 1 7 , 9 3 0   7 3 , 0 9 8   5 3 . 2   6 1 . 8   9 6 . 2   9 8 . 6   5 5 7 , 5 9 0   2 5 5 , 2 6 8   3 0 2 , 3 2 2   

2 0  2 7 7 , 6 3 7   2 0 4 , 3 5 1   7 3 , 2 8 6   5 5 . 3   6 1 . 2   9 8 . 3   9 8 . 6   5 9 4 , 5 1 1   3 0 4 , 1 5 8   2 9 0 , 3 5 3   

2 1  2 7 3 , 0 7 1   2 0 1 , 6 3 7   7 1 , 4 3 4   5 5 . 5   6 1 . 0   9 7 . 0   9 7 . 6   6 2 1 , 5 6 6   3 3 7 , 0 8 7   2 8 4 , 4 7 9   

2 2  2 6 0 , 7 5 2   1 9 2 , 3 2 9   6 8 , 4 2 3   5 3 . 0   6 4 . 1   9 6 . 9   9 6 . 6   4 9 9 , 7 6 1   2 3 9 , 1 4 4   2 6 0 , 6 1 7   

2 3  2 5 6 , 8 1 4   1 8 9 , 4 7 5   6 7 , 3 3 9   5 2 . 0   6 1 . 9   9 7 . 2   9 6 . 5   4 5 4 , 7 9 5   2 2 4 , 9 9 6   2 2 9 , 7 9 9   

2 4  2 5 3 , 9 9 2   1 8 4 , 2 9 2   6 9 , 7 0 0   5 0 . 0   5 9 . 6   9 7 . 8   9 7 . 0   3 9 2 , 3 6 5   1 6 5 , 4 9 2   2 2 6 , 8 7 3   

2 5  2 5 5 , 4 8 6   1 8 5 , 5 5 2   6 9 , 9 3 4   5 0 . 9   6 0 . 5   9 7 . 8   9 7 . 9   3 8 9 , 1 0 6   1 6 2 , 1 5 3   2 2 6 , 9 5 3   

2 6  2 6 1 , 1 6 9   1 9 1 , 2 0 7   6 9 , 9 6 2   6 2 . 8   6 2 . 0   9 7 . 3   9 4 . 1   3 5 4 , 5 6 6   1 7 4 , 8 0 0   1 7 9 , 7 6 6   
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7 日 か ら は 金 海
キ メ

空 港（ プ サ ン ）間 も 追 加 さ れ た が 、そ の 後 金 海 線 は 平 成

23 年 11 月 に 廃 止 さ れ 、金 浦 線 は 平 成 25 年 7 月 21 日 か ら 運 休 し て い る 。  

 

第 10‐ 2 表  対 馬 空 港 利 用 状 況 （ 国 際 ・ 韓 国 ）  

年  利 用 者 数 (人 )  搭 乗 率 (％ )  就 航 率 (％ )  

(暦 年 )  計  大邱線 金浦線 金海線 大邱線 金浦線 金海線 大邱線 金浦線 金海線 

平 成 2 1  6 6 8   3 2 6   3 4 2   0   4 1 . 2   3 2 . 8   -  7 5 . 9   7 4 . 4   -  

2 2  3 , 4 1 4   0   2 , 4 1 5   9 9 9   -  4 2 . 3   3 4 . 5   -  8 1 . 1   6 4 . 9   

2 3  3 , 2 8 7   0   1 , 2 7 9   2 , 0 0 8   -  5 3 . 8   4 5 . 0   -  4 8 . 9   5 7 . 7   

2 4  2 , 2 9 7   0   2 , 2 9 7   0   -  6 2 . 2   -  -  3 6 . 6   -  

2 5  1 , 8 5 2   0   1 , 8 5 2   0   -  5 9 . 8   -  -  7 6 . 1   -  

2 6  0   0   0   0   -  -  -  -  -  -  

（注 １）大 邱 線 は平 成 2 1 年 7 月 から 9 月 まで就 航  

（注 ２）金 浦 線 （ソウル）は平 成 2 1 年 1 0 月 就 航 開 始 、平 成 2 5 年 7 月 から運 休  

（注 ３）金 海 線 （プサン）は平 成 2 2 年 5 月 から平 成 2 3 年 1 0 月 まで就 航  

対 馬 空 港 管 理 事 務 所 調  

 

3． 船 舶  

対 馬 島 内 航 路 は 、道 路 の 整 備 に よ る 陸 上 交 通 の 発 達 に よ り 漸 次 廃 止 さ

れ て 、 現 在 は 、 対 馬 市 営 定 期 船 が 仁 位 （ 豊 玉 町 ） ～ 樽 ヶ 浜 （ 美 津 島 町 ）

間 に 1 日 2 便 就 航 し て い る の み で あ る 。  

島 外 航 路 は 、 厳 原 ～ 博 多 間 に 、 フ ェ リ ー 「 き ず な 」・ フ ェ リ ー 「 ち く

し 」が 2 便 ／ 日 運 航 し て い る 。比 田 勝 ～ 博 多 間 に は 、フ ェ リ ー「 げ ん か

い 」 が 1 便 ／ 日 運 行 し て い る 。 な お 、 比 田 勝 航 路 は 、 昭 和 54 年 か ら 比

田 勝 と 小 倉 を 結 ぶ 航 路 と し て 利 用 さ れ た が 、平 成 10 年 10 月 よ り 比 田 勝

～ 博 多 航 路 に 変 更 さ れ た 。  

ま た 、 ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル が 厳 原 ～ 博 多 間 に 就 航 し て い る が 、 平 成 12

年 4 月 よ り 2 便 ／ 日 体 制 と な っ て い る 。さ ら に 、平 成 13 年 11 月 比 田 勝

ま で 延 伸 さ れ た こ と に よ り 海 上 交 通 は 以 前 に 比 べ て 利 用 し や す く な っ

た が 、利 用 の 減 少 や 燃 料 費 の 高 騰 に よ り 現 在 運 休 し て い る 。こ れ ら の 航

路 は 、 九 州 郵 船 株 式 会 社 に よ っ て 運 航 さ れ て い る 。  

近 年 、運 輸 業 界 に お い て も 、規 制 緩 和・市 場 原 理 の 導 入 の 動 き が 本 格

化 し て い る 。そ の 中 で 指 定 区 間 の 考 え が 示 さ れ て お り 、一 定 の 条 件 に か

な う 航 路 は 参 入 が 可 能 と な っ て い る 。こ の よ う な 中 で 、本 島 に お い て も



第 10章 運輸・電気・通信 

 

- 176 - 

新 た に 定 期 航 路 開 設 の 動 き も 見 ら れ た が 参 入 に は 至 っ て い な い 。対 馬 島

民 に と っ て 、高 速・大 量・安 価 な 船 舶 航 路 は 、生 活 基 盤 の 充 実 の 観 点 か

ら 、ま た 観 光 振 興 な ど 地 域 振 興 の 観 点 か ら も 必 要 不 可 欠 で あ る と い え る 。 

国 際 航 路 は 、対 馬（ 厳 原・比 田 勝 ）～ 釜 山 間 に 、大 亜 高 速 海 運 の 高 速

船 「 オ ー シ ャ ン フ ラ ワ ー 」 が 定 期 便 で 就 航 し て い る 。 ま た 、 平 成 23 年

10 月 か ら 比 田 勝 か ら 釜 山 間 に 、 Ｊ Ｒ 九 州 の ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル 「 ビ ー ト

ル 」が 、平 成 23 年 11 月 か ら 厳 原 か ら 釜 山 間 に 未 来 高 速「 コ ビ ー 」が 定

期 便 で 就 航 し て い る 。  

 

第 10‐ 1 図  フ ェ リ ー ・ 高 速 船 航 路 図  
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第 10‐ 3 表  島 外 航 路 の 船 舶  

  船  舶  
総 トン数  旅 客 定 員  積載 (普自 ) 速 力  

就  航  
（ トン ）  （人 ）  （台 ）  （ ノッ ト ）  

国 内  

航 路  

フェリーきずな  1 , 8 0 9  6 7 8  8 0  1 9  平 成 2 4 年 4 月  

フェリーちくし  1 , 9 2 6  
6 7 4  

(多客期9 2 4 )  
8 0  1 9  平 成 6 年 4 月  

フェリーげんかい  6 7 5  2 0 2  4 3  1 4  平 成 1 9 年 4 月  

ヴィーナス  1 6 3  2 6 3  —  約 4 0  平 成 3 年 1 2 月  

ヴィーナス 2  1 6 3  2 5 9  —  約 4 0  平 成 1 2 年 4 月  

国 際  

航 路  

ビー トル  1 6 4  2 0 0  —  4 5  平 成 3 年 8 月  

コビー  3 0 3   2 0 0  —  4 5  平 成 2 3 年 1 1 月  

オーシャンフラワー  4 4 5   4 4 5  —  4 0   平 成 2 4 年 2 月  

 

第 10‐ 4 表  航 路 乗 降 客 数  

（ 単 位 ： 人 ）  

年  総       数  乗       客  降       客  

（暦年） 計  
厳 原 港  

発 着 分  

比田勝港 

発 着 分  
計  

厳 原 港  

発 着 分  

比田勝港 

発 着 分  
計  

厳 原 港  

発 着 分  

比田勝港 

発 着 分  

平成 17 2 3 8 , 1 1 8  2 0 2 , 5 0 8  3 5 , 6 1 0  1 1 9 , 9 5 0  1 0 3 , 0 6 9  1 6 , 8 8 1  1 1 8 , 1 6 8  9 9 , 4 3 9  1 8 , 7 2 9  

1 8  2 4 3 , 2 0 2  2 1 1 , 8 5 2  3 1 , 3 5 0  1 2 0 , 3 7 4  1 0 5 , 6 8 4  1 4 , 6 9 0  1 2 2 , 8 2 8  1 0 6 , 1 6 8  1 6 , 6 6 0  

1 9  2 2 6 , 7 2 7  1 9 9 , 7 0 8  2 7 , 0 1 9  1 1 2 , 0 0 0  9 9 , 5 6 7  1 2 , 4 3 3  1 1 4 , 7 2 7  1 0 0 , 1 4 1  1 4 , 5 8 6  

2 0  2 1 6 , 3 0 8  1 8 9 , 8 8 6  2 6 , 4 2 2  1 0 6 , 2 0 6  9 3 , 7 7 5  1 2 , 4 3 1  1 1 0 , 1 0 2  9 6 , 1 1 1  1 3 , 9 9 1  

2 1  1 9 7 , 2 1 7  1 8 1 , 5 9 0  1 5 , 6 2 7  9 6 , 7 9 8  9 0 , 0 5 0  6 , 7 4 8  1 0 0 , 4 1 9  9 1 , 5 4 0  8 , 8 7 9  

2 2  2 0 4 , 5 8 8  1 8 9 , 8 1 9  1 4 , 7 6 9  1 0 1 , 2 6 5  9 4 , 9 7 8  6 , 2 8 7  1 0 3 , 3 2 3  9 4 , 8 4 1  8 , 4 8 2  

2 3  2 0 6 , 3 9 5  1 9 3 , 0 5 4  1 3 , 3 4 1  1 0 2 , 5 5 5  9 6 , 9 4 2  5 , 6 1 3  1 0 3 , 8 4 0  9 6 , 1 1 2  7 , 7 2 8  

2 4  2 1 5 , 5 2 9  2 0 2 , 2 8 6  1 3 , 2 4 3  1 0 7 , 3 2 0  1 0 1 , 7 8 0  5 , 5 4 0  1 0 8 , 2 0 9  1 0 0 , 5 0 6  7 , 7 0 3  

2 5  2 2 8 , 2 1 9  2 1 5 , 0 4 9  1 3 , 1 7 0  1 1 2 , 9 3 5  1 0 7 , 5 9 0  5 , 3 4 5  1 1 5 , 2 8 4  1 0 7 , 4 5 9  7 , 8 2 5  

2 6  2 1 1 , 8 9 1  1 9 9 , 7 3 3  1 2 , 1 5 8  1 0 4 , 2 5 8  9 9 , 1 3 2  5 , 1 2 6  1 0 7 , 6 3 3  1 0 0 , 6 0 1  7 , 0 3 2  

九 州 郵 船 調  

 

第 10‐ 5 表  厳 原 ・ 博 多 航 路 車 両 出 入 状 況  

（単 位 ：台 ）  

  平 成 1 7  平 成 1 8  平 成 1 9  平 成 2 0  平 成 2 1  平 成 2 2  平 成 2 3  平 成 2 4  平 成 2 5  平 成 2 6  

出  8 , 3 1 6   9 , 2 9 2   8 , 8 7 9   8 , 4 3 9   9 , 1 0 6   9 , 2 0 8   8 , 1 5 8   7 , 5 1 4   7 , 6 1 1   7 , 7 2 3   

入  8 , 9 1 7   1 0 , 2 5 4   9 , 2 6 5   8 , 6 8 5   9 , 1 2 2   9 , 2 8 0   8 , 2 4 1   7 , 9 7 3   7 , 9 8 4   8 , 3 6 6   

計  1 7 , 2 3 3   1 9 , 5 4 6   1 8 , 1 4 4   1 7 , 1 2 4   1 8 , 2 2 8   1 8 , 4 8 8   1 6 , 3 9 9   1 5 , 4 8 7   1 5 , 5 9 5   1 6 , 0 8 9   

九 州 郵 船 調  
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第 10‐ 2 図  海 空 路 利 用 状 況 年 度 別 推 移  
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第 2 節  電 気 ・ 通 信  

 

1． 電 力 需 要 供 給  

昭 和 38 年 10 月 、島 内 最 後 の 無 点 灯 集 落 、昼 ヶ 浦 に 電 灯 が 点 っ て か ら

約 50 年 が 経 っ た 現 在 、 対 馬 島 内 で 消 費 さ れ る 電 力 は 、 九 州 電 力 株 式 会

社 に よ り 佐 須 奈 (上 県 町 ）、横 浦（ 豊 玉 町 )、東 里（ 厳 原 町 ）の 3 ヵ 所 の

発 電 所 か ら 供 給 さ れ て い る 。3 発 電 所 の 総 出 力 は 58,400ｋ Ｗ で 、契 約 口

数 31,172 口 で 使 用 さ れ る 電 力 を 賄 っ て い る 。  

 

 

第 10‐ 6 表  電 力 供 給 施 設 ・ 設 備  

（平 27．3．31） 

九州電力株式会社調 

 

 

 発 電 所 名  所 在 地  面  積  出  力  

発

電

所 

佐 須 奈 発 電 所  上 県 町 佐 須 奈 乙  5, 1 0 0 ㎡  7 ,800kW 

豊 玉 発 電 所  豊 玉 町 横 浦  40 , 0 0 0 ㎡  4 2 , 0 0 0 kW 

厳 原 発 電 所  厳 原 町 東 里  6, 0 0 0 ㎡  8 , 6 0 0 kW 

供

給

設

備  

配 電 線 亘 長  9 4 7 k m  配 電 線 延 長  3, 9 7 5 k m  

送 電 線 亘 長  5 6ｋ ｍ   

支 持 物 （ 電 柱 等 ）  配 電 線 14, 2 5 0 基  送 電 線  22 5 基  
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第 10‐ 7 表  電 力 需 要 状 況  

（平成 26 年度） 

種    別  契 約 口 数  販 売 電 力 量 （千キロワットアワー) 

電    灯  2 8 , 5 0 1  7 9 , 3 0 6  

電    力  2 , 6 7 1  8 6 , 4 9 1  

計  3 1 , 1 7 2  1 6 5 , 7 9 7  

九州電力株式会社調  

 

2． 電 信 ・ 電 話  

明 治 末 期 、厳 原 に 初 め て 電 話 が 開 設 さ れ て 以 来 、島 内 外 の 交 通 事 情 の

不 便 さ を カ バ ー す る 手 段 と し て 、官・軍 用 か ら 順 次 整 備 さ れ 、現 在 で は

本 土 と 比 較 し て も 何 ら 遜 色 の な い 電 話 網 が 整 備 さ れ て い る 。  

ま た 、 携 帯 電 話 サ ー ビ ス に つ い て は 、 平 成 10 年 4 月 か ら 各 町 役 場 周

辺 で 利 用 可 能 と な っ て 以 降 、 利 用 エ リ ア の 拡 大 が 進 め ら れ て い る 。  

 

3． 地 域 情 報 化 の 現 状 と 課 題  

国 に お い て は 、平 成 13 年 1 月 の「 e-Japan 戦 略 」、平 成 15 年 7 月 の

「 e-Japan 戦 略 ２ 」 に 引 き 続 き 、 平 成 18 年 1 月 に 「 Ｉ Ｔ 新 改 革 戦 略 」

が 策 定 さ れ 、「 い つ で も 、ど こ で も 、誰 で も 、Ｉ Ｔ の 恩 恵 を 実 感 で き る

社 会 の 実 現 」 に 向 け 、 各 種 施 策 が 推 進 さ れ て い る 。  

離 島 に お い て 、Ｉ Ｔ は 、地 理 的 ハ ン デ イ を 克 服 す る ツ ー ル（ 道 具 ）と

し て 非 常 に 有 効 で あ り 、情 報 通 信 環 境 の 整 備 と そ の 利 活 用 が 重 要 な 課 題

で あ る 。  

対 馬 市 で は 、Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 事 業 に よ り 各 家 庭 を 光 フ ァ イ バ 一 ケ ー ブ ル で 接

続 し た ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ て お り 、こ れ に よ り イ ン タ ー ネ ッ ト を は

じ め 、Ｉ Ｐ 電 話 、地 上 デ ジ タ ル 放 送 サ ー ビ ス や 、音 声 告 知 放 送 サ ー ビ ス

等 の 行 政 サ ー ビ ス の 充 実 が 図 ら れ て い る 。  

 

 


